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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月7日(2020.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材シートに吸水性ポリマーが固定されている吸収性シートであって、吸水性ポリマー
固定率が４０％以上である吸収性シート。
【請求項２】
　前記吸水性ポリマーが、基材シート固定用接着剤を介して前記基材シートに固定されて
いる請求項１に記載の吸収性シート。
【請求項３】
　前記基材シート固定用接着剤が、アクリル系、シリコーン系又はゴム系である請求項２
に記載の吸収性シート。
【請求項４】
　前記基材シート固定用接着剤がホットメルト接着剤である請求項２又は３に記載の吸収
性シート。
【請求項５】
　前記基材シート固定用接着剤の残留応力が３ｋＰａ以上１８ｋＰａ以下である請求項２
～４の何れか１項に記載の吸収性シート。
【請求項６】
　前記吸水性ポリマーが前記基材シートの両面に固定されている請求項１～５の何れか１
項に記載の吸収性シート。
【請求項７】
　前記基材シートが不織布又は樹脂フィルムを含む請求項１～６の何れか１項に記載の吸
収性シート。
【請求項８】
　前記基材シートの曲げ剛性が１０ｃＮ以下である請求項１～７の何れか１項に記載の吸
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収性シート。
【請求項９】
　請求項１～８の何れか１項に記載の吸収性シートと、該吸収性シートの少なくとも一面
を被覆する被覆シートとを具備する吸収体。
【請求項１０】
　前記吸収性シートにおける前記吸水性ポリマーが吸液により膨潤した状態において、該
吸収性シートにおける前記基材シートの見かけ厚みが、該吸水性ポリマーの膨潤前に比し
て増加している請求項９に記載の吸収体。
【請求項１１】
　前記吸水性ポリマーが、被覆シート固定用接着剤を介して前記被覆シートに固定されて
おり、
　前記吸水性ポリマーが吸液により膨潤した状態において、前記被覆シート固定用接着剤
の接着力が、該吸水性ポリマーの膨潤前に比して低下している請求項１０に記載の吸収体
。
【請求項１２】
　前記吸収性シートにおいて、前記吸水性ポリマーが基材シート固定用接着剤を介して前
記基材シートに固定されており、
　前記基材シート固定用接着剤と前記被覆シート固定用接着剤とは、湿潤状態における接
着力が異なっており、該基材シート固定用接着剤の方が該被覆シート固定用接着剤よりも
湿潤状態における接着力が強い請求項１１に記載の吸収体。
【請求項１３】
　前記吸水性ポリマーが、基材シート固定用接着剤を介して前記基材シートに固定されて
おり、
　前記被覆シート固定用接着剤は、前記基材シート固定用接着剤に比して残留応力が小さ
い請求項１１又は１２に記載の吸収体。
【請求項１４】
　請求項２～５のいずれか１項に記載の吸収性シートの製造方法であって、
　基材シートの一面に接着剤を塗布した後、該一面に吸水性ポリマーの小片を散布する工
程を有する、吸収性シートの製造方法。
【請求項１５】
　前記接着剤の残留応力が３ｋＰａ以上１８ｋＰａ以下である請求項１４に記載の吸収性
シートの製造方法。
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